
2019年２月16日（土）、パピヨン24にて開催さ
れた例会にて、卓話を担当する機会を賜りまし
た。当初ご依頼をいただいたとき、自分の「本
業」といえる戦間期ドイツの政治的暴力につい
てお話ししようかとも思ったのですが、そうし
た物騒なテーマよりも、この間「副業」として
進めている第一次世界大戦期久留米のドイツ兵
俘虜収容所に関する研究成果を紹介した方が、
日独協会という場にはふさわしいだろうと考え
ました。奇しくも日本を含む連合国とドイツが
第一次世界大戦の講和条約であるヴェルサイユ
条約を結んでから、2019年でちょうど100周年
にあたります。この記念すべき年に、100年前の
久留米にいたドイツ兵についてお話しできたこ
とは、これ以上ないほど幸運なことでした。
大分県日田市で生まれ、高校時代までを過ご
した自分にとって、福岡県久留米市は一番身近
な「都会」でした。久留米俘虜収容所について
調べようと思ったのは、福岡大学大学院の修士
時代、「近代地域社会史研究」プロジェクトに携
わったことがきっかけです。ドイツ現代史を専
攻していましたから、ドイツのどこかの地域を
研究する形でも良かったのですが、自分の一番
身近な場所にあった「ドイツ」として思いつい
たのが、久留米俘虜収容所というテーマでした。
調べていくうちに、様々なことがわかりまし
た。①ドイツ兵俘虜収容所というと徳島県の板
東が有名であるものの、実は久留米の方が設立
時期も早く規模も大きかったこと、②また映画
『バルトの楽園』（2006年）などで板東が「日独
友好」の象徴として称揚される一方、久留米は
劣悪な環境のなかで俘虜への暴力が振るわれ

る「地獄」として描かれていること、③しかし
実際には、久留米でも板東で見られたような俘
虜と地域住民との交流がおこなわれたこと、な
どです。当時院生だった自分でも、短期間でこ
こまでのことを把握できたのは、久留米市から
出版された立派な自治体報告書、そしてその編
纂に携わってこられたドイツ研究の御先達のお
仕事あってこそだと思います。
久留米俘虜収容所の実像とはどのようなもの
なのか、そしてそこにはどのような世界史的・
人類史的な意味があるのか―。現在の私の研究
を突き動かしているのは、このような問題意識
です。当時は帝国主義の時代、ドイツ人も日本
人をフラットな立場で見ていたわけでなく、む
しろ今風に言えば「上から目線」でした。そう
した彼らが４年以上ものあいだ日本の収容所で
俘虜として過ごすのは、決して簡単なことでは
なく、日本兵とのあいだに軋轢が生じたのも、
当然といえば当然です。ただし大戦後半から終
戦後にかけて、日本軍や日本政府は、彼らの技
術力、そして「文化」の高さに注目し、それを
地域住民に披露するという方針をとりました。
この結果、久留米でも1919年12月３日にベー
トーベンの「第九交響曲」が俘虜により演奏さ
れたのです。このエピソードを単なる「日独友
好」の証として称揚するにとどまらず、世界史
的・人類史的な文脈で考えることが、研究者と
しての自分の課題と思っております。今後とも
ご教示賜れましたら幸いです。
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